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子ども食堂に関するアンケート集計結果（運営者） 

回答した子ども食堂の所在地と件数 

愛知県  

春日井市  1 知多郡   1 清須市   2 

半田市   4 豊田市   2 新城市   1 

瀬戸市   2 高浜市   1 豊橋市   1 

尾張旭市  3 江南市   1 豊明市   1 

北名古屋市 3 常滑市   1 稲沢市   1 

岡崎市   2 みよし市  1  

大府市   1 江南市   1  

 

名古屋市 27 

 

 

 

 

 

 

 

 

独立した法人等による

運営が行われている子ど

も食堂が多いことがわか

った。また、個人で運営し

ている子ども食堂も次に

多く、この 2 つは他の運営

形態と比べて明らかに多

い結果となった。 

 

 

法人化している子ども

食堂の中では NPO 法人化

している子ども食堂が多

い。また次に多いのは任意

団体化している子ども食

堂が多い。その次に社会福

祉法人、宗教法人、企業の

順で多い。 

 

守山区  3 中区   3 港区   2 

名東区  2 昭和区  2 南区   1 

東区   1 天白区  1 緑区   3 

北区   3 瑞穂区  1  

西区   2 熱田区  1  

中村区  1 中川区  1  
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活動分野が子ども食堂のみの子

ども食堂が一番多い結果となった。

またそれに次いで子育て支援と学

習支援が多い。他にも児童福祉、高

齢者福祉、障害者福祉の分野が二桁

以上の子ども食堂が活動している。

しかし、商店・スーパー経営と農林・

水産・畜産業の分野で活動している

子ども食堂はいなかった。 

 

 

夏休みに開催する頻度

を調べた結果、月 1 回程度

の開催頻度の子ども食堂

が多いことがわかった。ま

た、通常と同じ子ども食堂

も多く夏休みだからとい

って特別多く開催する子

ども食堂は少ないことが

わかった。 

 

Q7.子ども食堂の参加費 

（ドネーション制は無料に含む） 

・子どもの年齢設定としては 0～18、0～15 が多い。 

・大人の有料である場合の金額設定は 300 円が多い。 

 

Q8.子ども食堂の対象者 

 

その他は、市内在住で学童を

利用せず日中子どもたちだけ

で過ごしている児童や生活困

窮家庭の子どもという記述も

あった。 

 

 

 

 

有料 無料
子ども 27 32
大人 49 10
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Q9.子ども食堂の参加対象年齢（複数回答） 

 

・基本的に小学

生を中心に参加

対象年齢を設定

している。 

・幅広い参加者

年齢の設定。 

 

 

 

 

Q10.子ども食堂の開催告知方法（複数回答） 

 

基本的にはチラ

シ配布による紙媒

体の告知手段だが、

SNS やウェブサイ

トなどの紙媒体以

外も多い。 

 

 

 

 

 

Q11.子ども食堂を運営するスタッフの募集方法 

 

その他の回答は、回覧板が多く、団体のパンフレットや学習支援で募っている回答もあっ

た。 

スタッフの募集方法で、「関係者や参加したことがある人にメール」が 27.1％と最も多く、

「SNS」が 25.4％で次に多い。 

55.9

27.1

8.5

20.3

11.9

25.4

15.3

0 10 20 30 40 50 60

その他

関係者や参加したことがある人にメール

ポスター掲示

チラシ配布

地域の掲示板

SNS

貴団体のウェブサイト

スタッフの募集方法

50

58

54

49

51

42

38

未就学児

小学生

中学生

高校生

子供に付き添う親

高齢者

それ以外の大人（18歳以上）

Q9 子ども食堂の参加対象年齢（59か所中）

17

33

15

47

17

7

16

貴団体のウェブサイト

SNS

地域の掲示板

チラシ配布

ポスター掲示

関係者や参加したことがある人にメール

その他

Q１０ 開催告知方法の手段（59か所中）
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Q12 これまでの１回あたりの参加人数（子ども） 

 

※複数回答あるものは中央値 

※中央値・平均値を出す際、端数は切り捨て 

子ども食堂の一回当たりの参加人数の子どもは、「~10 人」が最も多く、「11~20 人」が次

に多い。また、子どもの平均人数は 24.9 人である。 

 

Q12 これまでの１回あたりの参加人数（大人） 

 

※複数回答あるものは中央値 

※中央値・平均値を出す際、端数は切り捨て 

 子ども食堂の一回当たりの大人の参加人数は、「~10 人」と最も多く、「11~20 人」が次に

多い。また、大人の平均人数は、15.5 人である。 

  

19

15

5
7 6

1 2 1 1 1

0

5

10

15

20

子ども食堂の１回あたりの参加人数(子ども)

23

20

9

3
1 0

3

0

5

10

15

20

25

~10人 11~20人 21~30人 31~40人 41~50人 50人以上 無回答

子ども食堂の1回あたりの参加人数(大人)
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Q13 これまでの１回あたりのスタッフの平均人数 

 

※複数回答

あるものは

中央値 

※中央値・平

均値を出す

際、端数は切

り捨て 

平均値 9.6 人 

 

スタッフの平均人数は「10 人」が最も多く、次に、「6 人」が多い。全体的に 10 人以下が

多い傾向にある。また、スタッフの人数の平均は 9.6 人である。 

 

Q14 運営にあたり、スタッフの数は足りているか 

 

運営当たりのス

タッフの人数は、

「だいたい足りて

いる」が 64.4％と最

も多い。半数以上が

だいたい足りてい

ると回答している

が、一方で、「不足し

ている」が 5.1％い

る。 

 

Q15 過去１年間の子ども食堂の運営費 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

約 8 割の子ども食堂の運営費は 30 万円未満だった。 

64.4

30.5

5.1

運営にあたりのスタッフの数は足りていますか

だいたい足りている 開催回による 不足している

2

11

32

9
5

0

10

20

30

40

1人 2~5人 6~10人 11~15人 15人以上

スタッフの平均人数
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Q16 過去１年以内に、運営費に寄付や助成金以外の持ち出しをあてた経験 

 

約半数の子ども食堂は寄

付や助成金以外の持ち出し

をあてたことがある。 

 

 

 

 

 

 

 

Q17 子ども食堂の開催会場は有償か、無償か 

 

約 6 割の子ども食堂は無

償で開催会場を借りること

ができている。 

 

 

 

 

 

 

 

Q18 子ども食堂の主な活動目的 

その他の回答・・・ 

いつでも来て良い場所、緊急時、

見守り、共生社会の実現、小学校

の活動支援 

「その他」の項目を除いて、「と

ても意識している」・「どちらかと

いえば意識している」の割合の合

計は、「多様な子どもたちの地域

での居場所づくり」（98.4％）が最

も多い。次いで、「生活困窮家庭

の子どもの地域での居場所づく

り」（91.6％）、「子育てに住民が関

わる地域づくり」（83.1％）が多い

結果となった。 
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Q19 子ども食堂の運営に関して連携している機関・団体および個人の属性と連携内容 

 

地域住民との連

携は、どこの子ども

食堂でもかなり多

くみられる。団体・

個人問わず数多く

の地域住民が子ど

も食堂に協力して

くれている。社会福

祉協議会の数も多

いが、「相談」の数が

多く、地域住民は実

際に子ども食堂に

ボランティアをし

に行き、社会福祉協

議会は運営者から

の相談を受けてい

る形になる。 

Q20・Q21 参加者の様子を見て、他の支援機関に繋げた経験 

 

 

0 5 10 15 20 25

繋げたことがある

繋げたことはない（支援が必要と思われる参加者がいない）

繋げたことはない（どこにつなげていいかわからない）

支援の必要があるかどうかを特に把握していない

Q20 参加者の様子を見て、他の支援機関に繋げた経験はありますか。

0 1 2 3 4 5 6 7 8

行政

民生委員・児童委員

教育支援団体

子育て支援団体

ひとり親支援団体

学校

その他

Q21どういった機関に繋げているか（複数回答）
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参加者を他の機関に繋げたことがある子ども食堂は 59 か所ある中で 20 か所存在した。

どこに繋げていいかわからず、他の機関に繋げたことがない子ども食堂が 2 か所あった。 

行政や学校などに繋いだことがある子ども食堂が多かった。 

 

Q22 子ども食堂同士の連絡組織に参加しているか 

 

県全体の子ども食堂の連絡組織に参加している子ども食堂が一番多かった。その反面、他

の子ども食堂との交流がない子ども食堂が 8 か所あった。 

 

Q23 子ども食堂の運営に際して活用している助成制度 

 

社会福祉協議会が 27 と一番

多いが、助成制度が活用して

いないところが 17 と多い。

次が市区町村の 11 である。

国の助成金制度を活用して

いるところは 1 つしかない。 

 

 

 

 

  

0 5 10 15 20 25 30 35 40

全国規模の連絡組織に参加している

県全体の子供食堂の連絡組織に参加している

市区町村の子供食堂の連絡組織に参加している

その他の子供食堂の連絡組織に参加している

個別の子供食堂と交流しているが、連絡組織には参加していない

他の子供食堂との交流はない

Q22 子ども食堂同士の連絡組織に参加していますか。
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Q24 どのような助成制度を活用しているか 

 

その他を除くと質問項目

の中を活用しているところ

は少なく、赤い羽根共同募金

が一番多い、子どもゆめ基金

に関しては活用していると

ころはいないという結果に

なった。 

 

 

 

Q25 保健所への許可・届出の状況 

 

相談したが許可/届出が不要とさ

れた、営業許可を得ている、届出を

行っている順で回答率が高かった。 

その他を除いてどの項目 10％代

と均等にわかれており、半数以上

が届け出を出しているが 10.17％

のみ相談をしていないところがあ

った。 

 

 

Q26 子ども食堂の衛生面の管理に関する知識を持った人はいるか 

 

食品衛生責任者、調理師、

管理栄養士・栄養士の順で知

識を持った人がいる。 

半数以上の子ども食堂、衛星

面の管理に関する知識を持

った人がいるが、10か所の子

ども食堂が該当者はいない

ところもある。 
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Q27 食物アレルギーについて、どのように対応しているか 

 

参加者の緊急連絡先を把

握している、食物アレルギ

ーを持つ参加者に対し、ア

レルゲン食品を除いた別メ

ニューを提供している、そ

の他の順になっている。し

かし、食品アレルギーの対

応をとっていないところが

11 か所あることがわかった。 

 

 

Q28 子どもの食物アレルギーの有無についての把握方法 

 

約 1 割の子ども食堂はア

レルギーの有無について把

握していない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

Q29 子ども食堂の運営にあたり、どういった保険に加入しているか 

 

約 9 割の子ども食堂では、

社協や民間の保険に加入し

ている。 
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子ども食堂に関するアンケート集計結果（利用者・大人） 

 

Q1 性別（N=308） 

 

回答した人の 15.6％が「男

性」、84.4％が「女性」だった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Q2 年齢（N=308） 

 

回答した人の25.8％が「35

～39歳」、24.2％が「40～44

歳」だった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

回答者の「その他」は左

図のようになっている。 
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Q3 住まいについて（N=308） 

 

 

回答者は 182 人（59.74％）が名

古屋市の人となった。 

 

 

 

 

 

 

 

名古屋市以外 

 

名古屋市内の学区 

 

182

124

0

50

100

150

200

1.名古屋市 2.名古屋市以外

住んでいる地域
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名古屋市以外の学区 

 

Q4 子ども食堂への参加頻度（N＝308） 

 

 

回答した人の 42.4％が「ほ

とんど毎回」参加している。 

 

 

 

 

 

 

 

  

あおい学区 1 高木 1 植田南 3 大野木 2 南小学区 1 福春学区 2

つるま 1 三郷学区 1 植田南学区 1 大和 1 南小学校区 1 片平学区 11

よもぎ 2 三好丘学区 3 植田北学区 1 滝川 2 南陽学区 1 蓬来 1

逢妻中学区 1 山の手学区 1 新栄 4 中小田井 1 楠 5 豊が丘 1

旭ヶ丘区 1 山吹 1 神の倉 1 中川 3 楠学区 1 豊治学区 1

伊勝 1 山吹学区 3 神宮寺学区 1 長尾台学区 1 二子学区 1 豊田 3

稲沢西学区 1 山田 4 神山学区 1 辻 1 廿軒家 1 北一社 1

栄学区 3 師勝 1 吹上 1 鶴舞 1 如意学区 1 北山 4

貴船学区 1 師勝西 2 杉村 1 天子田 1 梅坪 1 牧川学区 1

宮前学区 4
篠原第1小
学区

1 瀬古学区 6 東学区 1 梅坪小 1 味ま 5

橋目町学区 1 社台 1 成章 6 東桜学区 2 白木学区 1 味鋺学区 2

極楽 1 小正学区 1 星ヶ丘 1 東小 1 八事東 1 名北学区 1

玉川 1 昭和橋 1 星の宮学区 5 東築地 2 八幡学区 1 明治学区 1

金城 2 松栄 3 西福田学区 1 藤が丘 1 飯田学区 11 鳴海学区 2

九之坪 1 上名古屋 1 千早 1 陶原学区 1 美山小学区 6 矢作西学区 1

御器所 1 城山学区 2 船方 3 陶原小区 4 表山 1 露橋学区 1

光城 2 常安 1 相原学区 1 道徳 5 富士小学区 1 露場学区 2

広路 1 植田学区 1 村雲 3 南学区 1 幅下 1 六名学区 3

效範 1
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Q5 一緒に参加している子どもの学年 

 

回答した人の 33.3％が「未

就学児」である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

Q6 子ども食堂を知った経緯（複数回答） 

 

チラシやポスターで子ど

も食堂を知ったという人が

全体の 34.4%であり、友人・

知人の紹介で知った人は

33.8%とこの二項目が過半数

を占めた。 

 

 

 

 

Q7 子ども食堂で、今後さらに充実させてほしいこと（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

子ども食堂で現在行っていることで、今後さらに充実させてほしいことのうち、体験イ

ベントと回答した人が 91 人（29.5%）、季節のイベント企画と回答した人が 87 人

（28.2%）と大半を占めた。しかし、特にないと回答した人が 74 人（24.0%）いることか

ら、現状に満足している人も多い。 
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Q8 参加費について（N=308） 

 満足している人が 85.1％と過半数を占めている。 

 

Q9 開催頻度について（N=308） 

現時点で開催頻度に満足している人は 70.8％とほとんどの人が満足している。 

 

Q10 お子さんとの普段の生活について 

・お子さんと遊ぶ（趣味、

スポーツ、ゲームなど）機

会は週 1～2 回以上の人が

66.5％だった。 

・お子さんに知識や技能

（勉強や料理など）を教え

る機会は週１～2 回以上の

人が 53.6％だった。 

・お子さんと同じくらいの

年齢の子どもを持つ友人

や親戚と訪問しあう頻度

218

55

0

5

30

0 50 100 150 200 250

満足している

開催を増やしてほしい

開催を減らしてほしい

その他

未回答

Q9 開催頻度について
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はほぼ毎日の人が 4.5％ととても少なく、月に 1～３回、めったにないという人が 49.7％と

過半数を占めた。 

・お父さん（または父親代わりとなる人）の育児に参加する頻度は週に 1～2 回以上の人が

54.2％と教育に熱心な父親が多いことが分かった。 

・お子さんが両親（または母親、父親代わりとなる人）と一緒に食卓を囲んで食べる機会は、

ほぼ毎日食べている家庭が 43.2％とても多かった。 

 

Q11 同居人数（N=308） 

 

4 人家族が 30.5％と一番多

かった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Q12 子ども食堂に来る目的（N=308） 

 

・「家事を休むことがで

きるため」と回答した人

はあてはまる、どちらか

といえばあてはまるが

60.1％だった。 

・「食事が安価で取れる

ため」と回答した人はあ

てはまる、どちらかとい

え ば あ て は ま る が

62.4％だった。 

・「子どもと過ごす時間にできるため」と回答した人はあてはまる、どちらかといえばあて

はまるが 66.0％だった。 

・「ママ友など子育てをしている人との交流ができるため」と回答した人はあてはまる、ど

ちらかといえばあてはまるが 55.8％だった。 

・「子どもの成長につながるため」と回答した人はあてはまる、どちらかといえばあてはま

るが 71.7％だった。 
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子ども食堂に関するアンケート集計結果（利用者・子ども） 

 

年齢 

 

今回のアンケートに協力

してくれた子どもの中で、10

歳の子どもが 55 人で一番多

かった。6 歳から 12 歳の世

代が 20 人以上となり、子ど

も食堂に来ている子どもは

小学生の割合が多いという

ことが分かる。 

 

 

学年 

 

小学 3 年生が 60 人と一番

多く、二番目に小学 2 年生、

三番目に小学 4 年生、5 年生、

6 年生の順となり、小学 1 年

生が 32 人と一番少ないこと

が分かる。 

 

 

 

 

 

中学 1 年生が 14 人と一番

多いが、中学 3年生が 13人、

中学 2 年生が 12 人とどの学

年もほとんど変わらない。 
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Q1 どのくらい子ども食堂に来ているか 

 

 

ほとんど毎回来ている人

が半数以上を占めている。今

回が初めての人が 53 人と 2

番目に多い。 

 

 

 

 

 

 

Q2 子ども食堂に来たきっかけ 

 

 

子ども食堂に来ているき

っかけとして「チラシやポス

ター」が 123 人と一番多く、

二番目に多かったのは「友達

の紹介」で 101 人となった。 

 

 

 

 

 

Q3 子ども食堂の好きなところ 

子ども食堂というだけあ

り、好きなところとして「お

いしいごはんが食べられる

ところ」が一番多かった。二

番目は「友達に会えるとこ

ろ」、三番目は「スタッフの人

と遊んだり、おしゃべりした

りできるところ」となってお

り、つながりを求めて子ども

食堂に来る人が多いことが

分かる。 
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